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1. 目的

１学年においては、今後の研究活動の基Ⴔとなるᚕ語能

力の習得をᇹɟの目標とする。研究活動の基Ⴔとなるᚕ語

能力とは、他ᎍの意見をദ確に理解する力、身のׅりの事

ᝋを的確にਵえる力、に自分の考えをܲ観的にૢ理し、

Ⴛに理解してもらえるよう論理的に表現する力のことであ

る。これらのᚕ語能力の向上を目的とし、「ᛅす・聞く」「読

む」「書く」「ᚕ語事」の各分野においてಮẉな活動を行っ

た。

ഷに現代においては、知識の̲得そのものよりも知識を活

用する২ᘐや、他ᎍとң同してཋ事を解決しようとするۋѬ

がᏁ要となる。̾Кの活動だけではなく、ྰ活動やᛅし合い

の場を意的・計画的に多く設けることで、今後ᅈ会にЈて

 。立つ力を身に付けさせることを目的としたࢫ

２  概要

今年度は１学期よりソーシἵルディスタンスを̬Ẽながら

「ᛅす・聞く」の活動をҗ分取り入れられるようپした。また、

新聞を活用した課題を行った。

 ２学期は、ᙐ数の࣬考ૢ理法や、意見が異なるႻとの

ᛅ方法など、൮用的なᚕ語能力を身に付けることを目的ݣ

とした。

ᾂ学期は、SDGῂのᜂբ題をテーἰにੁえて研究活動を

行い、ቇତ的な論文を作成、それを基にスἦーἓを行うこと

を主な活動とした。研究論文の基本的なನ成を学ぶとσに、

これまでに学習した内容を࣏要にࣖじて適切に活用する力

を身につけることを目標とした。

表 1 年間指導計画

4 உ Ỿイἒンス

5 உ῍6 உ 研究活動に࣏要なᚕ語能力῍

新聞スクラἕプἠート

記事要ኖ、意見文、他ᎍへのインタἥ

ἷー

新聞῍新聞について学び・作成する

ኡ面の基本的なˁ組Ớ、ࢫл

7 உ῍8 உ 「ɟደに読もう新聞ἅンクール」

ίḤٰܓ課題ὸ

9 உ῍10 உ 形のᛟ明῍ᚕᓶのỚでᛟ明する২

ᘐ῍

分かりやすいᛟ明、論理的なᛟ明の

ˁ方

聞き取り、ᚸ̖、ϐᛅ῍聞き取る力、

書く力῍

10 உ῍１１உ ዋ画の読Ớ取り῍࣬考ૢ理法Ṟ῍

KJ 法を用いてዋの読解

ܲ観と主観、トỷールἱンἴデルί論理

的な読解ὸ

意見をขめる῍࣬考ૢ理法ṟ῍

ʚݣ立բ題についてἢタフライἓἵ

ート、フラワーシートの活用

ᜯഩನ文で意見文を書く  ・ἱἝディ

Ἣート

11 உ῍1 உ スἦーἓί論文ὸテーἰを考える῍࣬考ૢ

理法Ṡ῍

SDGῂに関してἰインἛἰἕプの活用

2 உ ἱἝ研究論文

論文の作成  ・スἦーἓҾᆜ作成

3 உ 学年スἦーἓἅンテスト実施

年間のਰりᡉり・自ࠁᚸ̖

ᾂ 成果と課題

 今年度のٻきな目標として、ᚕ語能力を高めることにѐ

めた。各課題にݣして、始めはɟʴで取り組Ớ、その後ᙐ数

でᛅし合い、ϐ度自分でਰりᡉるという්れで活動を行った。

生徒のਰりᡉりの記ᡓを見ると、「他ᎍの意見を聞いて考え

がขまった」「そういう考えもあるのだと࣬った」「Ⴛにദ確

にˡえるには、ᛟ明のࡀがٻ事だと学んだ」など、学習活

動からᙻ野の࠼がりや自身の考えのขまり、論理的にᛟ明

する力の重要ࣱを実感していた。そして学んだことをᆢ極

的に活用しようとするۋѬも多く見られた。ጮりᡉしこのような

活動を行うことで、課題にݣし自分の意見をขめ、まとめ、

論理的に発表するという基礎・基本の力は身についたと考え

られる。「語 A・B」の授業とも関連させながら授業を展開

することで、࣬考ૢ理法や論文の書き方など、本授業で身

につけた力が、他の授業でも活用できることを体感した生徒

も多かった。൮用的なᚕ語能力を身に付けることが、あらỡ

る場面においてࢫ立つということを指導できた。

 今後の課題としては、発表時間をきẼんとܣり、「ᨂられた

時間の中で自分の考えを他ᎍへദ確にˡえられるようにさ

せる」ということが見つかった。

小石川フィロソフィーⅡ

 数学科 長屋 篤実

1. 目的

上位学年では各分野の研究報告や、英語での研究論文

を書く等の活動が実施される。研究はこれらの活動の足掛

かりとなるものであり、適切な研究方法を選べるかどうかで、

執筆する論文の質が決まることが多くある。そのため、研究

の初期段階でこの選択を誤らないことが極めて重要である。

本講座では、「量的研究」と「質的研究」の違いを理解するこ

とから学ぶ。その後、「量的研究」を行い、得られたデータを

数値やグラフなどの形で表現して理論や仮定を立証する。

そのために、データの見方や考え方、グラフの作り方や数値

の処理方法など、統計の基礎を学習する。それと同時に、

資料活用力、データ分析力、課題発見力・表現力について

も、次年度から始まる課題研究に向けて身に付けることを目

的とする。

2. 概要

授業はHR単位で、数学科の教員により週１時間で実施さ

れている。

テキストは、本校独自で作成したものを用い、指導書も合

わせて作成している。指導した教員が中心に、毎年改訂を

すすめている。

なお、これらのテキストはホームページを通じて公開され

ている。

1 学期は「量的研究」を行うための基礎知識の習得を目

標とした。代表値やデータの取り扱い方により、結果の見せ

方が異なってくることを体感することで、データの取り扱い方

に慎重になるように意識を向けた。また、「PPDAC サイク

ル」も学習し、１学期後半では、新聞記事や科学レポートを読

んだ。

2 学期は、課題解決のためのフレームワークである、「デ

ータ分析による課題解決」を用いた統計グラフポスターの完

成を目標とした。また、そのポスターを使ってクラスごとに発

表を行った。発表時の表現力や、他グループとの意見交換

の中で新たな課題を発見する力が身に付くよう留意した。

3 学期は、より高度なデータ分析を可能とするために、前

半では確率論の基礎を学び、後半では推定等を用いた推

測統計学を学習した。

表 1 年間指導計画

4 月 ガイダンス

度数分布表とヒストグラム

総度数の異なる資料の整理の仕方

代表値とその利用 

5 月 PPDAC サイクル

グラフのある新聞記事の分析

6、7 月 科学レポートの分析・発表

9 月～12 月 アンケートの取り方について

統計グラフコンクールに向けて

統計グラフコンクール出品作品の制作

統計グラフポスターを使ったセッション

1 月 確率論の基礎、標本調査

2 月、３月 推定、確率分布、検定 

3. 成果と課題

データの分析や確率論について、「Advanced 代数２」・

「Advanced 幾何２」の授業とも関連付けて内容を展開す

ることができた。

数学の授業で学習した知識を活かせる場面は、身近

なところに存在すること改めて実感することができた。ま

た、学習を進める中で、グループ学習を多く取り入れ、主

体的に取り組むことができた。

プレゼンテーションをする機会を多く作り、たくさんの生

徒が発表する機会が設けられ、課題発見力や表現力を

身に付けた。

グラフの書き方などは、課題研究をすすめるうえで欠く

ことのできないスキルである。実際に統計グラフポスター

を作ることにより、何が重要で、どの観点に注目すべきな

のかを明確に理解できた。

今後の課題としては、「小石川フィロソフィーⅡ」の授業

でこれらのスキルをより体系的に身に付けさせること、次

年度以降の課題探究へのスムーズな移行が挙げられ

る。
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第３章　研究開発の内容　

〈6 年間を貫く課題研究　小石川フィロソフィー〉




